















































































た最終セクショ ﹁アニメ﹂が目玉となっていたことが挙げられる︒ちなみに同展示会場で︑一九三〇年には﹁日本美術展覧会﹂が開催された︒横山大観に代表される日本画壇が紹介され︑ファシズム政権の支援と︑批評界から 好反応や多くの集客により当時の日本文化理解に大きく貢献した︒大観からアニメまでの日本観の変遷を︑八十年というスパンで﹁定点観測 みると面白いだろう︒　
海外における日本のポップカルチャー人気という下からの突き


































































日本初の中長編アニメ﹃桃太郎﹄二部作にしても︑ ﹁洗練﹂と﹁荘厳﹂が指摘される︒ならば︑戦後︑アニメの復興が熊川正雄や山本早苗らによって精力的になされていったのも︑軍国主義とはまた異なる占領軍から 新たな﹁縛り﹂ゆえであった がよくわかる︒　
ノヴィエッリにおいて︑アニメーション映画史が︑ ﹁一般﹂映画
史︑さらには歴史そのものとパラレルであるのは もはや きらかである︒よって戦後日本で激化する労働運動と赤化とレッドパージについても触れる︒満州～戦後の中国～日本～アメリカで人形アニメーションを中心に発表した持永只仁のよう 存在を通して︑逆に大文字の歴史 照射すること 忘れない︒アニメ作家としても重要な足跡を残す漫画家・手塚治虫が登場し︑アニメーション産業を本格化させる制作会社の東映動画が誕生するのは︑主権回復後の日本である︒ここでも有機的な文脈に沿って歴史が語られる︒
　
最終三章（
﹁実験の時代﹂ ︑ ﹁シミュラクル﹂ ︑ ﹁世界制覇するジェネ
レーションＸ﹂
）がカバーする一九六〇年代以降は︑本来ならばテ
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